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11月 15日

令周恩来中共総理中印国境問題で

アジア ・ア フリカ諸国の指導者に醤

簡を送 り，中印国境問題の背景と中

共政府の立場を紹介。

令国府国民党第 8回五中全会終了。

令陳誠国府行政院長， 日中貿易協定

調印に対抗し， 日本からの借款受け

入れ交渉の停止を指令。

令韓国の朴最高会議談長， 『東亜日

報』記者との単独会談で，日韓会談

はもはや政治会談不要の段階にきて

いると示唆。

11月16日

修62年度秋季中国輸出廂品交易会閉

幕。

伶中共外務省，インド軍が中印国境

東西両地区で新たな攻撃を準備して

いる，とインドに抗議の覚え書き。

令第6次日韓会談の第15回予備折衝

開き，年内に大綱の妥結をはかるこ

とで意見が一致。

令部落解放同盟代表団，北京訪問。

令池田首相と）レフェープル・ベルギ

一首相，ベルギーはイギリ スと同じ

くセ ーフガードとセ ンシチブ ・アイ

テムを設けるという条件でガット35

条援用撤回に同意。

11月 17日

も新華社電による と，中印東部国境

の中共守備隊はワ ロンを奪回。

命国府，外務省に対 し，円借款交渉

を中断したいと申し入れ。

令ハバナ放送によると，キューバと

北朝鮮，貿易協定に調印。

11月 18日

令中国代表団，ハン ガリ ー訪問。

令アルバニア中国友好協会代表団，
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北京へ向けて出発。

令 『人民日報』社説， 「アメ リカの

キューバ侵略の危険は厳存し，平和

は守られた とい ういい方には根拠が

ない」と指摘。

令ギニア， タン ガニーカ，アラブ連

合の3カ国政府， それぞれ中共政府

1こ対し話し合いで中印国境紛争を解

決するよう提案したが，周恩来首相，

それぞれに返電。その中で，イ ンド

との直接の話し合いを望む。

令イン ド訪問中の福田通産相，ネ ー

）レ首相との会談で日印バーター貿易

を要請。

11月 19日

魯周恩来中共首相と陳毅首相，北京

駐在のバラナジ ・インド代理大使と

会見，国境問題について話し合う。

令国連朝鮮統一復興委員会 (UNCU

RK)， 木卜韓国最高会議議長の招請に

応じ， 12月17日に実施される憲法改

正国民投票に立ち会うと発表。

11月20日

令ソ連，国連政治委に対し朝鮮問題

討議に韓国と北朝鮮の両国を招くこ

とを正式に提案。

令来日中のイ ン ドネシアのスパンド

リオ外相，大乎外相と会談，経済協

カの推進を要諸。

11月21日

令中共政府，中印問題について声明

を発表，22日午前0時を期して国境

全線にわたって発砲を停止すると宜

言。

令北京放送によると，スパングル西

北の中国領内にある 4つのイ ンド軍

の拠点を一掃，こ れでイン ド軍の43

の侵略拠点は全部一掃された。

令中共政府，中印国境停戦に関する

声明文をインド側に手交。

命韓国の街徳新外相，ジ ュネーブか

らニューヨークに到着。

令国辿総会政治委員会，南北朝鮮間

題に関するソ連提案を否決。

11月22日

令 『人民日報』，き ょうから中国国境

警備隊は中印国境の全線にわたって

自発的に停戦した と発表。

令国府行政院，周至柔台湾省政府主

席の辞任を承認し，後任に黄本台湾

警備総司令を任命。

令在韓国迎軍司令部，北朝鮮兵が南

北鮮国境の非武装地域内の国連軍監

視所を攻撃したと発表。

令第6次日綽会談の第16回臼ii1り積／

が聞かれ，詰求権問題解決の協定0)

字句上の表現を話し合ったが， 日韓

双方の意見はなお対立。

令アジアの平和のための日本大会閉

稀。

11月23日

妙劉少奇中共主席， t番自力氏を駐ゾ

大使に任命。

令北京でアルパニア友好代表固歓迎

熊会を開く。

⇔陳毅中共副首相，中I=［」国境問題に

ついて， インド政府が中国の3項 H
の提案と最近の措饂に対し積極的に

応じることを期待。

命帥国の米穀輸出組合，さる19日政

府から解散命令を受けたが，政府の

病工部長を相手どって解散命令取り

消しの行政訴訟を起こす。

令国連総会社会人道 ・文化委員会，

香港の中共人難民に対する援助増大

を訴えたアフリカ，中南米 7カ国決

議案を採択。

令沖縄アメリカ軍，残波111111で本年度

のミサイル 「ナイ キ」の実射演習を

開始。

令在日朝鮮人の日韓会談反対第 6次

統一行動で，全国で12万人が決起。

今日本から帰国したスバンドリ オ ・

インドネシ ア外相， 「日本はインド

ネシアの開発援助のため賠依担保借

款 4億ドルを中 し出た」と言明。

11月24日

令中国の陳毅副総理，

好代表団と会見。

アルバニア友
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告中国はバキスタンに覚え書きを送

り両国間の不可侵条約締結を提案。

令中国外務省，中印国境紛争中に抑

留した中国人全員をただちに釈放す

るようインドに強い抗談書を送る。

11月26日

令陳毅中共副総理，軍事顧問団は中

印国境紛争を長引かせ拡大させよう

としているとアメリカ政府を非難。

令韓国政府，今年度産業が減収の見

込みなので米殻の消費を節約する国

民運動を起こすことに決定。

舎香港の国府系『ホンコン・タイム

ス』が報じたとこ ろに よると，国府

の重迎備奇製部隊，中国本土福建省

沿岸の島に上陸。

♦ISSA （国際社会保障協会）第 1 回
アジア ・オセアニ ア地域会議，東京

で淵かる。

令中国建鉄工会代表団， 日本訪問。

11月 27日

令中共首脳，ア）レバニアの独立50周

年と解放18周年に対して祝電。

令中国，ブラジル銀行と支払 ・貿易

協定調印。

11月28日

令劉少奇中共国家主）術，ユーゴの建

国記念日にチト ー・ユーゴ大統領11こ

祝電。

令黄鎮中共外交部次長，首相の特使

として中印国境紛争の中共の立場を

スカ ）レノ大統領に説明のためジャカ

ルタ着。

令陳毅中共外相，中共軍は12月1日

から中印問の1959年11月7日現在の

実際の支配線から20キロ 後方に自発

的に撤退を開始すると述べる。

令日ソ貿易交渉本会議開き，双方で

計画案を提示。

令第17回日韓予備折衝測 く。

11月29日

令毛沢東中国共産党主席，アルパニ

ア中共友好協会代表団と会見。

令北京発新華社電によると，東部中

印国境のインド軍 150人余りは中共

守備隊の停戦ラインまで 3キロのジ

ャミンを占領。

令韓国国家再建最高会議の李厚洛広

報室長，革命主体勢力の政党発起に

ついての記事が虚偽だと『韓国日報』

社長らを拘束取り 調べ。

令日本とスペインとの貿易交渉はじ

まる。

11月30日

令中国文化友好代表団，タンガニー

力訪問。

令中共政府，キューバ．革命統一••党と
キューバ政府の25日の声明を支持す

るとの声明を発表。

⇔北京放送によると，周恩来中共首

相， 28日にネール・インド首相に書

箇を送り， イン ド側が中共軍の撤退

に対応する措置をとるよう要賄。

争中共紅十字会，ィン ド赤十字に，

中共チベット国境守備隊がイン ド軍

の負傷兵を釈放するむね通告。

拿誤報事件で政府から無期停刊を勧

告された『韓国日報』，勧告を無視し

て新聞を発行。

12月 1日

令黄鎮中共外務次官，バン ダラナイ

ケ首相ほかセイロン首脳と会談。

會中‘ノ両国民間航空総局問の相互

サービス・航空運輸に関する新談定

書に調印。

令『韓国日報』， 軍事政権の 「勧告」

どおり 3日間発行停止すると発表。

攣チベットのラサで初の普通選挙。

令第 1回 ISSAアジア・オセアニア

地域会艤閉会。

12月 2日

令『人民 日報』， チ トー・ユーゴ大統

領の訪ソ出発にあたって，キューパ

問題に関するユーゴ声明に反論。

炒朴正煕韓国最高会議誠長，民政移

官後， 革新政党は歓迎しないと語る。

◇日本政府派遣のアフ リカ諸国経済

使節団一行 7人出発。

12月 3日

令韓国軍事政権の政治活動浄化法で

追放中の旧政界有力者金度放氏 ら，

軍政批判の声明を発表。

令第 2回日米経済合同委開 く。

◇ケネディ大統領， 日米経済委昼食

会で「中共の封じ込め政策に日本も

参加してほしい」と発言。

12月4日

會中共，ラオス両国，共同コミュニ

ケを発表。 これによる と，中共， ラ

オスに長期借款供与。

◇第18回日前予備折衝IJflく。

12月 5日

會中国・北ベト ナム通麻条約1•こ調印。

令中国文化代表団キューバ訪問へ。

中国チベノト国境守備隊，ボンジラ

でイ ンド傷病兵64人を釈放。

心韓国軍事政権， 6日の午前0時を

期して戒厳令を解くと発表。なお軍

事裁判は残存。

命 『韓国日報』， 5日か ら復刊。 同日

の紙上で謝罪声明を掲載。また発行

人名義を変更したいと申請。

令高碕逹之助氏らが北京で調印した

「日中総会貿易に関する覚え書き」

に基づく第 1号の中共向け輸出とし

て塩安20万ト ンが成約。

今日韓漁業専門家会議で韓国初の具

体案を提示。 「李ライン」に代わる

ものとして「国防ラ イン」を設定し

ているもよう。

吻財界の第 2次訪l：的経済使節団一行

40人出発。

令イギリス下院， 日災通蔽条約を事

実上承認。

12月6日

令韓国軍事政権，改正憲法案の国民

投票を17日に行なうと公告。

令日米経済委終了。共同声明で日米

問の貿易拡大の必要性を強調。

12月7日

禽三菱廂事，新三菱重工ら 4社，東

バキスタンヘのプラント輸出契約を

締結。

12月8日

吻北朝鮮， 国連の朝鮮問題討議にア

メリカが北朝鮮代表の出席を拒否し

たことを非難。

命琉球立法院，主席に大田氏を指名。

野党の反対に自民党が単独で指名。

令日本見本市船 「さくら丸」ベイ）レ

ート に寄港。 ― 

魯総評を中心とする労働者， 不当解

雇と 日韓会談反対の統一行動を展

開。

12月9日

令中国劉少奇主席，セイロン労組代

表と会見。

令周総理，セイロン首相に書筒でAA

6カ国会識が中印双方の会議再開を

促進するものと期待すると述べる。

令中国 停戦， 20キロ撤退など 3項

目を強調する‘揺え書きを送り，イン

ドの回答を要求。ー出たインドの 2領

事館閉鎖I’こも抗議。

12月 10日
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令湘自力駐‘ノ中国大使着任。

令中国軍，ワロン以北へ撤退完了。

脅インド機 3機，チベット に侵入。

命大野訛総理，金中央情報部長を訪

問。金部長，漁業協定案には話 し合

いの余地残すと語る。

12月 11日

會国連政治委，朝鮮間題討議1こ韓国

代表だけ参加させること を求めたア

メリカ決議案を可決。

令H本社会党， 「日韓会談阻止に全

党をあげて戦う」と闘争宜言を発表。

令大野・ 朴会談開く。

12月 12日

令中国・ アルパニア，科学 ・技術協

力協定に調印。

令中国軍，ボンジラを撤退。

念韓国朴議長， 「日悼会談I9ま互誤で

断案の時にきてい る。点た “梱業ラ

イン’'は必要」と晶る。

12月 13日

令中国・ タンガニーカ文化協定調印。

令中国チペ ント国境守(/iii隊，インド

軍傷病兵78人を釈放。

令ァロット・ アメ リカ上院識員， 国

連政治委で韓国駐留アメリカ軍は撤

退しないと言明。

令大田琉球主席，アメリカ高等弁務

官の承認をうけ， 4代目 0)主席に就

任。

12月 14日

令新華社，世界共産党大会開催を 捉

案 した中国の声明を報道。

疹中国貿易代表団，ボーランド訪問。

等北朝鮮政府， 日韓会談1こかんして

日本政府を非難し， 日韓協定は無効

と声明。

令訪翰中の硫安業界代表，韓国農協

中央会との間で肥料輸出契約に調

印。 38年は44万トン。

舎大野氏一行揺•国。韓国は日韓会談
の早期妥結を望んでいると語る。

I東南アジア I
フィリ ピソ，ク イ，園・北ベ ト
ナム， ラオス， カンボ ジア，マ
ラヤ， ．ンソガボール， イソドネ

ツア， 北ボルネオ，サラワク

11月 15日

奪 「ラ オスの声」放送，アメリカ軍

II8 

事要員がなお ラオスに潜伏と指摘。

令パラル ・インド ネシア国連代表，

国迎政治委員会で， 同国が準備して

いた「アジア ・太平洋地域の非核化

決議案」の提出を来年秋まで延期。

11月 16日

令タイ政府， 「タイ駐留アメリカ軍

地上戦闘部隊の全員撤退I•こついてア
メリ カと協定が成立した」と発表。

11月 19日

令タ イ大蔵省筋， タイは対H戦時賠

恢の タイ特別円96億円のうち第 1回

外き出しを近く実lj防すると発表。

11月20日

令ラオス大蔵省，国内銀行に対 し，

外国外交代表およ び国際機構の名義

の外貨勘定の消符を指令。

11月22日

怜ラオスのノ サパン岳II首相以下9人

の使節団， ‘ノ述・ ラオス間の通餅協

定を締結するためモス クッヘ。

魯イギリス外務省筋，イギリスはラ

オス1こ今後 5年間に l.35万ホンドの

賓本，技術援助をすると発表。

11月 23日

令北ベトナム 通侶によると，ファン ・

パン ドン北ベ トナム許相，シアヌ ー

ク ・カンボ ジア元首の中立保障条約

締結に関する提案に合意。

11月24日

喝パ＇テ ト・ ラオ，アメリカ軍事要員

全員の撤退を要求。

11月 26日

等フルシチ ョフ・ソ連首相， ノサハ

ン副首相を団長とするラオス政府通

i柑・ 経済代表団と会見。

11月27日

令ラオス外務省， ラオスの中共註在

初代特命全権大使にカムキン ・スバ

ンラシ氏を任命。

ウルーマニア，ラオス両国大使級

の水準で外交関係を樹立を決定。

令ラオス 3派，それぞれ平等の兵員

を出し合って 3 万人の統一•国軍を編
成すること で合意。

11月28日

フィ リビンの曲業会議所と農業 ・

天然資源会議所代表，同国政府に対

し， 日本 ・フィリ ピン賠償協定に基

づく 借款の利用方法について 日本と

の再交渉を要求。

令ラ オス連立政府のプーマ首相，パ

テト・ラオ地区の中立派軍隊の食糧

補給に当たっ ていたアメリカ機が左

派軍に隙墜された事件について左派

指導者に釈明を求む。

伶ラ オスの首相官 房 スポー クスマ

ン， プーマ首相は「 ラオスの声」と

名果っ ていたカンカイの放送局を閉

鎖するよう命じたと言明。

11月29日

脅マカパガル・ フィ リヒン大統舶，

日比賠償協定の主要担当官 3人を任
ム
叩 0

令ケネディ大統領はミコヤン ・ソ辿

第 1瀾首相 と会談， ラオスの停戦協

定順守を保証するためソ連政府の協

力を要 嘉

11月30日

令ラオス左派軍スホ・ークス マン， ジ

ャール平原でアメリカ翰送機を撃堅

したのは左派軍ではなく 中立派兵土

であると言明。

歩スカ ルノ大統領， 1中国外交部副部

艮と会談。中印間姐を話し合う 。

12月 1日

管ラオ ス連合政府，l'I本がラオスに

おける南ベトナム の利益代表団とな

るこ とに同意。

12月 2日

今ノサパン笛ll首相を団長とするラオ

ス政府代表団， 北京に到着。

12月4日

令ジョ ンゾ ン ・アメ リカ国務次官代

理，フ ーマ首相やラ オス政府首脳と

会談のため ビエンチャンに到着。

令ラオス政府代表団，ハノイ訪問。

12月5日

◇ラオス代表団，ホー ・北ベト ナム

大統領を訪間。

令カン ボジ ア ・インドネ シア，中印

国境紛争が平和的に解決されるよう

期待するとの共同声明発表。

◇イン ドネ シア・ラオス外交関係樹

立。

12月6日

令北ベトナムと ラオス共 同炉 明発

表。ラ オスに派泄されていた軍事要

員が撤退を完了したこ とを宣言。
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12月7日

令北ベトナム •朝鮮バータ ー支払い
議定書に開印。

令カンボジア元首，セイロン訪問。

12月8日

令ハノイ放送，アメリカが南ベトナ

ムにロケ・ノト装備機を嘩入したと報

道。

令アルバニア ・ベトナム通商航海条

約批准交換。

令インドネシア，通信社を一本化。

命ブルネイで反乱。原因はマレイシ

ア連邦反対運動の一環とみられる。

また反乱軍はシェ ル石油を接収。

令プルネイ， ラヤト党指導者アザハ

リ氏，ウ国連総長に北 ボルネオ ・サ

ラワクを含めた 「統一国家」を宜言

する電報を送る。

令ブルネイにイ ギリス軍の先発部隊

到着。
令マラヤ 0)ラーマン首相，必要があ

ればプルネイにマラヤ軍を派逍する

と約束。

脅サラワク総督，非常事態を宣言。

ブルネイ国境付近に増援部隊派遣。

12月9日

令フィリヒ ン゚外相，政府はブルネイ

反乱指適者と無関係と語る。

令北ベトナム貿易代表団，上海訪問。

令ユーゴ副大統領ジ ャカルタ訪問。

會ブルネイのア ザハ リ・ラヤト党党

首，イギリスに独立の承認を要求。

令プルネイ政府側，ウェストン称回。．

令マラヤ，警察隊をブルネイに派泄。

12月 10日

令西イリアン代表， 国連統治早期終

了を要求。

令インドネシア外務省とアメリカ大

使館との間で，米と小麦15万トンを

買い入れる覧え書き調印。

會リ ー ・シンガポー）レ首相， マラ ヤ

を訪問。ブルネ イ情勢検討のため。

今ブルネイ人民党アザハリ氏，ケネ

ディ・アメリカ，ペンベラ ・アルジ

ェリア，池田・日本など各国首脳に

闘争支持，流Jfll停止のため千渉を要

請したと語る。

令イギリス，ブルネ イ1こ艦隊を増派

すると発表。

12月 11日

令南ベトナムでアメリカ機 6機幣賂

さる。

令スカルノ 大統領， プルネイ人民支

持を示唆。

今マラ ヤの ラー マン首相， ブルネイ

反乱につきインドネシアを非雖。

⑫ブルネイ政府，人民党を非合法化。

令ブルネイのイギリス軍セリアを

称回。

12月 12日

令フィ リヒン，国辿で北ボルネオの

領有権を主張。

令 ソ辿軍事代表団，北ベトナム訪問。

令シンガボールのイギリス側スボー

クスマン 「ブルネイ反乱は実質的1こ

終わった」と発表。

12月 13日

令AA連帯機構 「ブルネイ人民の

闘争を支持」声明を発表。 同時にイ

ギリス，マラ ャの軍事行動に抗議。

12月 14日

令南ベトナム解放赤十字，国際赤十

字に視察団脈辿を要請。

令プルネイのアザハリ氏，ゲリラ戦

を指示。

命プルネ イのア ザハリ氏， フィーリ ヒ'

ンに 「北ボルネオ国」承認を要甜。

令ブルネイの反乱鎖圧さる。

I南 アジア I
イソド，パキスタ｀ノ，セイロ｀ノ，

ビルマ，ネパール，フ』ークソ

11月 15日

令 シャス トリ・ インド内相，中印紛

争に伴う防衛措置の 1つとして，大

学屯の軍事教練0)義務制，辺境地帯

に住む強壮な男子の武装化を実施す

ると発表。

令イギリスの BBC放送， ニューデ

リーからの報道として， 駐インド中

共外交団がインドから出発 しはじめ

たと述べる。

會インド国防省スボークスマン，イ

ンド軍は東北辺境地区のワロン付近

で攻撃I'こ出たと発表。

令パテル・イン ド農業相，アメリ カ

は今後約 6カ月にわたりイ ン ドヘ小

麦，米を援助することに同意したと

述べる。

l1月 16日

令イン ド政l19•J：，禁急事態期間の措骰

として憲法の一部条項を停止。同条

項ぱ，法の前0)万人の平等の保障，

生命および個人の自由の保設など。

令インド国防省，中印東部国境の東

端にあるワロ ンで15日以来激戦が展

開されたと発表。

令パキスタン で，西側諸国の対イン

ド武器援助に抗議し て全国的なスト

ライ キ。

11月 17日

令イギリスの『オプザーパー』紙，

インド（まイギリスにキャンベラー型爆

撃機の購入を要請したと報道。

會アメリカ国務省，イ ン ドヘの援助

兵器は対パキスタンには使わせない

と保障。

◇ポーランドとインド，経済協力協

定に調印。

11月 18日

令インド国防省スボークスマン，中

共軍が東部国境東端の要衝ワロンを

占領したと語る。

會サンズ ・イギリス連邦関係相，イ

ン ドに輸送されたイ ギリ ス製兵器は

アメ リカ提供の兵器と同条件で管理

されると発表。

11月 19日
令インドのB・K・ネール駐米大使，

ケネ ディ大統領に，緊急武器援助を

要諮したネ ール ・インド首相の親書

を手渡す。

令ホワイト・アメリカ国務省スボー

クス マン，ア メリカはイン ドの武器

援助要請に対し緊急考慮中と言明。

令ネール ・インド首相， 「中共軍は

中印国境東部セラ峠南 130キロのボ

ンジラを占領した」と発表。

命ネール ・イン ド酋相， 「い まや中

共に対する宣戦布告あるいは北京駐

在インド大使館0)閉鎖を慎重に検討

すろ考えだ」と言明。

傘 ビル マ政府， 日本 との ビルマ賠（賞

再検討交渉を ・1月中旬東京で行なう

ことに合意。

11月20日

噂イ ン ド国内航空，ほとんどすべて

の一般業務を停止すると発表。

魯イン ド政府，インド東部のオリッ

サ州に連ソ式 ミグ戦闘機の製造工場

設立を決定。

唸イギリスは中印国境紛争に関しふ

I I 9 
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たにびインドに緊怠援助巾人れ。

令ネール ・インド首相， ＇,,,共軍はボ

ンジラ攻略後アッサ ム平原に向かっ

て進獣，インド軍は祈たな防衛戦を

準備中と述べる。

令ソ連，インド両国，両国IM]の定期

海運改善I'こ渕する謡定書I'こ調印。

合バンダラナイケ・ セイロン首相，

中共の周恩来総理に対 し，中印国槌

問題の交渉に よる解決を要詰。

11月21日

令ィンド外務省スポークスマン，中

共側の停戦声明について， 9月以前

の状態に もどることが条件ならばイ

ンドも応諾を考慮すると述べる。

◇インド警察，西ペルガ）レ，アン ド

ラ ・プラデシ，ケララ 3州の最高指

導者を含む 100人以上の共産党指導

者を速捕。

令イギリ ス高官からなる政治 ・軍事

使節団，中印紛争をめぐる インド侑

勢検討のためニューデリーヘ向か

う。

令ソーニークロフト・イギリス国防

相， もしインドのネール酋相がら咬

賭されれば派兵すると述べる。

令ハリマン ・アメ リカ国務次官袖を

団長とする使節団，インドが中共鯰

略軍に対しアメリカからどのような

軍事援助を必要と してい 73かを検討

するためニューデリーヘ出発。

令アメリカ，イン ドに大型輸送機を

乗組員つきで送ると述べる。

令ネール・イ ン ド首相，中共の停戦

提案に対し，恨重に検討するが，今

年 9月 8日の線は堅持すると言明。

令パキス タンのアユブ・カ ーン大統

領， 「水 しパキスタンがCENTO

とSEAT(）の2つを役だたないと

思えば両槻構から脱退する」 とアメ

リカに対し警告。

令セイロンのパンダラ ナイ ケ首相，

中印国境問題に関 しアラブ辿合，イ

ン ドネシア，ガーナ， ビルマ，カン

涼ポジア， セイロンの6カ国の首脳が

ただちに非公式会談を行ない共同で

中印両国に働きかけることを決定す

るよう提案。

11月22日

命ネール・イ ンド首相，議会で中共

政府から正式な文書を受け取ったこ

とを表明し， 21日の夜以来戦闘が停

止されていると 言明。

120 

今ィン ド政府に'） 1ぎ渡される カナク

空軍ダコタ那輸送機、1樅ニューテリ

ーに到莉。

象オースト ラリア，イ ン ドに対し武

器その他物資を供給を申し入れ。

令モスクワの消息筋によると，イン

ド空軍のパイロット 8人が 9月以来

ソ連でミグ21ジェッ ト戦闘機の操縦

訓錬を受けている。

喩モハメッド・アリ ・パキスタン外

相，パキスタン国会緊急総会で「イ

ンドはあらゆる軍事詞盟に反対であ

ると宜笥し，非同盟国であると述べ

ながらすでに1951年に アメ リカと S

EAT()とまったく 同じ協定を結ん

でいた」と非雉。ま た，中共支持と

アメリカ ・イギリ ス両国の対イン ド

武器援助を非難。

◇パキスタン，インド ネシア，カ ン

ボジア， セイロン， マラャ・な ど中国

政府声明を歓迎。

11月23日

命ネール ・インド首相，中印国境の

停戦はなお維持されていると言明。

今ィンド政府は，中共向付．または

中共からのすべての通信を検閲する

こと になった と発表。

會中印国境前線にインド軍を空楡す

ろため，アメリカ空軍将兵 160人が

ニューデリーに到沿。

拿インド外務省スボークス マン，モ

ハメッド ・アリ ・パキスタン外相が

「インドはアメリカと秘密軍事協定

を結んでいる」と非難した0)：こ対し，

事実無根だと否定。

11月24日

令インド外務省ス ボークスマンによ

ると， インド は 中共の停戦提案に

ついてしまっきりした説明を中国1こ要
翌s
91日0

令インド外務省スボークス マン，イ

ン ドは赤十字国際委員会に対し中国

軍に抑留されている イン ド人1甫隈に

ついて情報を提供するよう申し入れ

たと発表。

11月25日

今ネール・インド首相，初の国防会

議を開き，中国の停戦提案後の政治，

軍事情勢を検討。

象インド外務省スボークスマン，「イ

ンドはセイロン主催によるアジア・

アフリカjl・・：同盟会議には関係しな

＇ 

い」と拒否の態度を表明。

令インド外務省スボークスマ ン，中

共側の停戦提案1こついて， もし中共

の平和解決意欲がほんも のならば

1962年 9月 8日以前の状態を回復す

るのがインド側の立場だと声明。

唸ブルガリアとインド両国問0)1963

年度貿易支払い議定書調印。

11月26日

令インド政府，イ ンド在住の中国人

の うちこれま でに約2000人を治安上

の理由で速捕。

令イ ンド外務省， 中印国境紛争に関

する中共提案について， f駆戦の基礎

としてまず中共が 9月 8日への現状

復帰を受諾を要求した声明を発表。

令インドのR・K・ネー）レ外務省官

房長，ネール首相の特使としてカイ

ロに到着。

令インドは ILO第 5回アジア地域

会議の代表団を引きあげる。

令 リュ プケ西独大統領，インドを訪

問。

會バキスタン議会，アメリカ，イギリ

スの対イン ド武器援助をめぐって，

親西側同盟政策を放乗し中立的なア

ジア ・アフリカ ・ブロッ クの立場に

立つべきだとの論議を展開。

もパキスタンのブフ ト自然資源相兼

産業相，パキスタンの外交政策は対

中友好を基本原則としており，こ れ

は無条件だと言明。

11月27日

令イン ド外務省スポークスマ ン，中

共の停戦声明のなかの諸事件に対す

る説明はウソであると非難。

令イン ド外務省スポークスマ ン，イ

ン ド側が中共側に一方的停戦提案に

ついて解明を求めていたところ中共

側がその回答を示 し，検討中と言明。

令イギリスがインドに対 して武器を

貸与する協定成立。

11月・28日

令ハリマン ・アメリカ国務次官補，

ィンドのニュ ーデリーか らパキス タ

ンに到着。

11月29日

令インド外務省スポークスマン，ネ

ール・イ ンド首相が周恩来中共総理

の書簡を受け取ったと発表。

令インド，バキスタン両国政府，両

国はカ シミール問題その他両国の利
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害が対立する諸問題を解決するため

努力するとの共同声明を発表。

豪サンズ英連邦相， インドか らふた

たびバキスタンヘ。

11月30日

命イン ドのラルフ代表，軍縮委本会

議で査察を強制しない核停協定を提

案。

令ソ連はインドに対するミグ21型戦

闘機の引き渡しを無期延期。

令イン ド外務省スポークスマン，イ

ンドは中共に一方的停戦撤退宜言に

関する詳細な説明を求めたと発表。

令ネール ・イン ド首相，インド，パ

キスタン間のカ シミ ールに関する現

行取り決めを破壊することは両国1、こ

とって有利であると繁告。

令パキスタン・インド両国政府が発

表したカシミール問題などについて

の両国首脳会談に対し，バキス タン

議会激し く反対c

12月 1日

令ネール ・インド首相，）関恩来中共

首相の29日付け書簡に対し， 「イン

ドは中共側のい う実際支配線は受諾

できない。それは侵略の成果容認と

なる」と回答。

命インド外務省，中共軍の撤退確認

の声明を発表。

12月2日

令ィン ド共産党，中共の停戦，撤退

提案に対するインド政府の立場を全

面的に支持。

會インド，敲国商社との貿易を禁止。

12月3日

令ネール ・インド首相，中共軍は前

線か ら全面撤退 していないと言明。

令ハリマン ・アメリカ国務次官補，

ケネディ大統領への訪印報告で，中

印両国の闘争でインドに対し長期軍

事援助が必要であると述べる。

令バキスタン閣議でカシ ミール問題

討議のため 2週間以内に閣僚級会議

を開 くよ う対印申し入れを決定。

12月4日

令ネール ・インド首相， 「中共軍は

北京政府の停戦宜言が発効してから

もィンド軍兵士に発砲している」と

述べる。

◇ネ パールに国営通信社誕生。

12月5日

令ネール首相，東北辺境地区の前線

を視察するためアッサムに飛ぷ。

令イン ド国防相，インド兵の訓練に

アメリカ兵を顧問に呼ぶことを考慮

中と言明。

命 ビルマ平和委，アメリカ，イギリ

・スの中印紛争介入を非難。

12月6日

●インド，ラサと上海の 2領事館を

閉鎖すると中国に通告。

令ネール首相， 「今月 4機，来年初

め 4~5機のミグ戦闘機を引き受け

る」と語る。

12月7日

.ネール首相，中国と暫定的な停戦

の取り決めを結ぼうとしていること

を明らかにし，同時にこれが最終的

なものでないことを強調。

令インド国防相， 「ソ連の ミグ機製

造のため 2つの工場が設置される」

'と語る。

令アメリカ， 1000万 ドル相当の軍事

補給品をインドに空綸。

12月9日

令バキス タン議会，アメリカ，イギ

＇)スの対 印武器援助を非難。

令ネ ・ウイ ン・ ビルマ首相， 6カ国

会議は中印両国問の直接交渉を促進

することに努めるべきと語る。

令マヘンドラ ・ネパール国王，非常

事態布告を向こう 1年継続すると発

表。

12月 10日

令コロン、ポで中立 6カ国 会議始ま

る。ガーナ代表，中印国境に非武装

地帯を設定するよう提案。また中印

直接交渉を援助する旨のコミュニケ

を発表。

12月 11日

令インド外務省，国境パ トロールは

中止中と語る。

●ハリマン ・アメリ カ国務次官補，

日本 ・西ドイツ ・イタリアなどに対

印経済援助をふやすことを要望。

令コロンポ 6カ国会議で，アラプ連

合代表，参加国を拡大し場所をカイ

ロに移すよう 要請。

12月 12日

令西ドイツ，インドに 4億7000万マ

ルクの借款供与。

令コロンポ 6カ国会議，国境緩面地

帯で原則的に一致。

命 コロ ンボ 6カ会議，中印両国へ親

善使節と してセイロン首相を派遣す

ることを決定。

12月 14日

命アメリカ農務省，インドに大星の

農産物を売却。

令ネ・ウィン ・ピルマ将軍，タイ訪問。

舎セイロン代表，中立 6カ国の調停

案を携えてインド訪問。

I西ーー南アジア I 
アフガニスクソ，イラン，イラ

ク，サウジアラビア，レバノソ，

ョルダソ，イスラエル，イニー

メソ，｀ンリア，バーレソ， クェ
ート，カタール

11月 16日

令サアヌ放送に よると ，イエメン共

和国のサラル大統領がイエメン王制

派に対し， 10日以内に降伏を求めた

最後通告を発す。

11月23日

令エルサ レム放送によると，イスラ

エルのエシュル蔵相，ブリュッセル

でEEC高官とイスラエルのEEC

加盟に関する予備交渉を開始。

11月25日

令カイロ の消息筋によると，クェ ー

ト政府，イラクの侵略に備えて昨年

9月以来同国に駐留しているアラブ

連盟軍隊約3000人の撤退を要求。

11月29日

令中東通信によると，イエメン政府，

建設事業借款として中共から 300万

ドルを受領したと発表。

12月 1日

令 フセイン ・ヨルダン国王， 1957年

以来禁止されていた政党活動を許可

すると発表。

12月2日

令メッカ放送によると， ＇モハメド ・

イエメン国王，サラル大統領のイエ

メンの革命政府を追放する決戦を行

なうため王制派軍が進撃を開始した

と発表。

令シリア政府，中共がシリア経済開

発へ経済援助を提供したと発表。

12月3日

I2I 
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令イラン首相，ソ連の協力を歓迎す

ると語る。

令 ヨルダン新内閣成立。

令トルコ国防省，オズカン空軍参謀

総長を含む12人の空軍高級将校を秘

密革命組織加担の理由で解職。

12月8日

會イ エメン前国王， イエメ ン共和国

とサウジアラビア， ョルダンとアラ

ブ連合のあいだを調停するケネディ

•ア メリカ大統領の提案に抗議。

12月9日

令イエメンのサラル大統領，アメリ

カの調停を歓迎。

12月 12日

會イラク とフ ランス外交復交。

Iーアーフ リ カ I
11月 15日

疇イ ギリスと EEC6カ国の閣僚会

議元ィギリス植民地のアフリカ諸

国のEECとの連携について交渉の

トビラ を開いておく ことに合意。

11月 16日

令 ウガンダ政府，アンゴラとモザン

ビークでのポルト ガルの植民政策に

抗議して同国との外交関係を断絶。

11月 17日

令カサプブ ・コンゴ大統領，最近数

カ月来強盗殺人事件などが続いたた

めレオポルドビル州に非常事態宣言

を発す。

11月 18日

脅イギリス植民地省，ケニア総督の

後任にマルコム・マク ドナル ド元東

南アジア総弁務官を任命。

脅モ ロッコ国王ハッ サン2世，専制

君主制から立憲君主制に変えるため

憲法改正にかんする国民投票を20日

以内に実施すると発表。

11月 19日

令国連総会信託統治委員会，西南ア

フリカ独立のための最初の措置とし

て，国連に対 し同地域に国連代表機

関を設闘することを求めた決議案を

採択。

令VOA放送によると，ベンベラ ・

アルジェリア首相， 電力，鉱業，外
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国貿易業を国有化すると発表。

II月20日

令国連のアンゴラ問題特別調脊委員

会，ボルトガルのアンゴラ樅民地に

おける弾圧を中止するよう勧告。

II月22日

参南ア共和国のパールに 100人以上

のアフリカ人デモ隊が侵入。

11月23日

令南ア共和国 パール市 の武装繁官

隊，黒人街を急製して約 250人を逮

捕。

11月25日

令メルボルン放送によると，エンク

ルマ ・ガーナ大統領，中印国境紛争

の解決をはかるため非同盟主義国か

ら和乎使節団を中印に派遣すべきだ

と提案。

11月26日

令ァンマン放送によると， 400人から

なるエジプト軍部隊，数日前にナセ

ル政権に対しクーデタを企てたが失

敗に終わった と報道。

II月29日

令ウ・タント 国連事務総長， 「コン

ゴ報告」を公表。これによるとカタ

ンガのツ ォンベ政権が再統一に応じ

ないな らカタンガ経済制裁も考慮。

11月30日

令ナセル ・アラブ連合大統領， 中印

問題でイン ドの立場を支持。

12月2日

令カ イロか らの報道によ ると ，ポボ

ビッチ ・ユーゴ外相， 11月27日以来

カイロ訪問中のインドのネー）レ外務

次官，セン法相と秘密会談を続ける。

12月 4日

令ァラブ婦人同盟第 5回会識開催。

令コンゴ ・カタンガ州政府のキテン

ゲ情報相，カタンガ州民に対する宜

，言を発表。国連軍との 「戦争」に備

えて準備を整えるよう訴える。

12月5日

令コンゴ中央政府，カタンガのコン

ゴロ市占領。

12月6日

令ァラブ連合，ア）レジェリアに1000

万ポンドの借款を供与。

12月7日

令モロッコで国民投票。モロ ッコを

回教王国から立憲君主国とすること

を問 うもの。

12月9日

令タンガニー カ，イギリス自治領か

ら共和国に移行。ニ エレレ首相，同

国の初代大統領に就任。

12月 10日

令国連コンゴ使節団，ツォ ンベ氏：、こ

コンゴ再統一を通告。

12月 12日

令ウ・国辿総長， 「カタンガから銅

は買うな」と訴える。

令アラブ連合，外国人所有地の国有

化法を公布。

12月 14日

◇ウ・国連事務総長，カタ ンガに経

済制裁を加える方針を明らかにす。

Iその他 I
11月15日

令国連総合経済委，共産圏ブロッ ク

の提出した国際貿易開発会議に中共

はじめ他の国連加盟共産圏諸国を加

えることを求めた修正案を否決。

11月 16日

令イギリスのパート ランド ・ラッセ

）レ卿，中印両首脳へ国境停戦を要請。

令国連の中立35カ国代表，非公式会

融を開き中印国境紛争で討議。

11月 17日

命 『ニューヨー ク ・タイムス』紙，

ワルシャワからの特電として，中共

の軍事技術者が 1カ月以上 も前か ら

キュ ーバに駐在していると報道。

11月21日

會クーシネン・ソ連共産党中央委幹

部会員がフルシチョフ首相のキュ ー

パでの妥協を非難したアルバニアを

攻撃これに対し伍修権中共党中央

委員会委員反論。

11月30日

像国連総会，安全保障理事会の勧告

にもとづき，ウ ・タント氏を国連事

務総長に任命。

12月5日

令キューパ政府貿易代表団，ソ連と

中国訪問のためハバナを出発。




